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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 8/5、中央法規出版の図書申込締切。

· 勤務帯を見て、各自都合の良い日に顔写真を撮りにいくこと。

＜利用者情報＞

· 川口　律子様～9時前に来所し、10時の開所時間直前に「歯医者に行かないといけないし、市役所

　やお風呂にも行かないといけないので帰ります」と話される。スタッフが明日ないしはデイケア終了後でも良いのではないかと伝えると、「眼球上転した」等の身体的訴えが聞かれている。以前より開所時間直前になっての帰宅要望見られており、スタッフより体調や予定を見て通所するよう促しているが、体調不良を理由に帰られている。同居人と常に共に行動しており、「たまに1人になりたい時がある。疲れる」との話が聞かれている。

· 下村　藤江様～昨日プログラム中に他メンバーが体調不良を訴えており、スタッフが対応している

と、そのメンバーに対して「いつも寝てばかりいる」と他者もいる前で大きな声で中傷するような発言が見られる。場を離れ、スタッフと面談実施。「最近、他メンバーやスタッフの対応に不信感や不安感を抱いている。他メンバーが自分の悪口を言っているみたいだし、スタッフも他メンバーには手をかけ、自分には構ってくれない」と話されている。本日、その事もありストレスが溜ったと話されデイケア欠席されている。

＜学術検討＞

· デイケア

　　　テーマ：新規プログラム導入について（未定）

　　　内　容：サンサン健康クラブ・就労前準備段階プログラムの新規プログラムを導入してのメンバーの対象事項に対する意識の変化についてアンケート等を用いて研究・考察し、今後のプログラム運営・立案、関連プログラムを連携させての運営の参考としていく。

　　　検　討：複数のプログラムを研究対象とすると、内容が薄くなるのでは？

⇒一つに絞る（サンサン健康クラブ）

　　　　　　　アンケート集計結果の検討・発表のみでは研究として成立しないのでは？

⇒アンケートのみではなく、面談を通じての聴取、プログラム時間外での行動観察及び聴取を通じて検討していく。また、数例の事例も挙げようと考えている。

· デイナイトケア

テーマ：脳元気プリントの導入とその効果（仮題）

内　容：４月から行っている元気プリントの効果や意識の変化を考察する。そのために、メンバーの変化を行動観察やアンケート等による聴取のみではなく、標準化された評価を用いて客観的なデータを算出したいと考える。

検　討：標準化された評価をデイケアスタッフの一存で実施することは出来ない。

⇒標準化されたものではなく、所要時間や間違いの数等をカウントしてのデータであれば算出し、データとして活用できるのでは？

　　　　　　　　　⇒今回検討したいことはデータを必要とする部分ではなく、対人面や余暇時間の利用についてであるため、データを取っても活用できない。標準化された評価の実施は中止とする。

· ナイトケア

テーマ：ナイトケアへのグループミーティングの導入（仮題）

内　容：就労を目指している人が多く、対人面でのスキルアップを目的としたグループミーティングを導入したい。個人とグループ全体の変化を検討したい。詳細については未定であるため、詳細について考えた上で改めて検討をお願いしたい。

＜日本デイケア学会発表内容・報告＞

「おどりっ子」をプログラムに導入し2年経過したが、メンバーの体重に変化が見られなかった。理由として上げられるのが食生活に対する知識・意識不足、生活習慣・運動の意識不足が考えられた。そこで食生活・生活習慣・運動の意識向上を図る為、ソリューションフォーウェルネスを取り入れ、「サンサン健康クラブ」として、デイケアのプログラムに４月から導入している。その経過や導入方法、メンバーの食事や運動に対する意識の変化をまとめ、考察し発表する予定。

